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様々な形状の表面汚染密度測定対象物を３次元形状として自動認識し，ロボットアームの先端に取り付

けられた放射線検出器が測定対象物の表面に沿って自動で移動することにより表面汚染密度が自動測定可

能な試験装置を開発した。測定記録も自動で作成するため，測定行為の品質が向上することが期待できる。
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1. 緒言

物品等を管理区域外へ搬出する際には，対象物の放射能表面汚染密度を測定する必要がある。原子力発

電所などでは小物について物品モニタ等の自動装置を導入して測定業務の合理化を図っているものの，測

定対象が大型の場合には手サーベイによる測定を行うため，測定作業の負担や測定の精度に個人差が影響

する可能性がある。

2. 測定装置の概要

2-1. 測定方法

測定対象物を３Ｄスキャナにより３次元形状として自動認識し，測定対象物

表面の法線上をロボットアームが一定の距離で移動する測定経路を計算する。

ロボットアーム先端に取り付けたサーベイメータを，測定対象物の表面に沿

って一定の距離を保ちつつ近接させて移動させることにより検出感度を一定に

保持し，様々な形状の対象物の表面汚染密度を測定可能となる。

自動測定により、クリアランス対象物のように表面汚染密度が低い場合は検出器の移動速度を遅くする

必要があり測定時間が長時間になるため測定者の負担軽減，或いは高汚染の場合には無人測定が可能とな

り測定者の被曝低減に有効である。

2-2. 測定結果の記録方法

これまでサーベイメータを用いた表面汚染密度測定では，測定者が最大値と測定場所，または予め決め

られた場所の測定値を記録することが一般的である。

本測定装置は連続，或いはメッシュ点毎に測定場所の位置情報と併せて測定値を記録することが可能と

なり，最大値と場所のみならず平均値，さらには汚染密度の分布の記録も可能となる。加えて，測定者の

力量に依存せず測定結果の再現も容易であり，公的な記録の測定への利用価値が高い。

3. 結論

任意形状の対象物の表面汚染密度を自動測定し記録を作成することが可能な試験装置を開発した。今後，

実機導入へ向けた課題抽出等の検討を行う。
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図 1 検出器移動経路の例
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